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2023年２月１日 

各 位 

会 社 名 株式会社JVCケンウッド 

代表者名 代表取締役 

社長執行役員 最高経営責任者（CEO） 

江口 祥一郎 

 （コード番号6632  東証プライム市場） 

問合せ先 企業コミュニケーション部長 

遠藤 勇 

 （TEL  045-444-5232） 

 

 

2023年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022年10月31日に発表しました2023年３月期 通期連結業績予想を下記のとおり修正しますのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１. 2023年３月期 通期連結業績予想の修正（2022年４月１日から2023年３月31日まで） 

 

（単位：百万円） 売上収益 
コア営業利益※

（参考） 
営業利益 税引前利益 

親会社の所有者

に帰属する 

当期利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

前回発表予想（A） 

（2022年10月31日発表） 
330,000 12,700 20,800 19,800 15,200 

円 銭 

92  98 

今回修正予想（B） 

（2023年２月１日発表） 
333,000 14,300 21,400 21,000 16,000 

円 銭 

97 87 

増 減 額（B－A） +3,000 +1,600 +600 +1,200 +800  

増 減 率（ ％ ） 0.9 12.6 2.9 6.1 5.3  

（参考）前期実績 

（2022年３月期） 
282,088 7,144 9,054 8,515 5,873 

円 銭 

35  89 

 

 
※コア営業利益には、営業利益に含まれるその他の収益、その他の費用、為替差損益など、主に一時的に発生する要因を含みません。 

 

２. 2023年３月期 通期連結業績予想修正の理由 

 

  当第３四半期連結累計期間は、パブリックサービス分野の無線システム事業が、全世界的な危機管理への機運の

高まりによって需要が拡大していることに加え、米国において多額の政府予算を背景に公共安全市場の需要が堅調

であること、さらに高機能を有する新製品トライバンド対応無線機の導入により受注獲得が進んでいることなどに

よって好調に推移し、前回発表時の想定を大きく上回りました。 

第４四半期連結会計期間についても、無線システム事業において引き続き堅調な市況を背景に、大型案件の受注

効果が発現することなどから、上記のとおり2023年３月期 通期連結業績予想を修正いたします。 

なお、今回修正予想のコア営業利益以下の段階損益は、2008年の経営統合以降における最高益となります。 
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【参考】分野別通期連結業績予想 

 

※ ’21/3期のM&Tの実績には、’22/3期に編入したテレマティクスサービス事業を含む。 

以 上 


